
【背景】１９９５年からの全国社会福祉協議

会（以下社協）「ふれあい・いきいきサロン」

活動（以下サロン活動）が実施されている。根

底には地域社会の希薄化、少子高齢化などの社

会的背景がある。筆者らの医院でも、２００９

年から地域共生の一助として哲学的カフェ（詳

細は発表時）を実験的に実践している。 
【目的】社協は、少子高齢化社会における地

域政策、とくに高齢者においての自立支援を目

的としたサロン活動に取り組んでおり、サロン

数はH１７年において約４００００箇所と着実
に増加していることから一定の評価がされて

いる。しかし、各サロン運営者の世代交代、参

加者の固定化（世代の偏り）、主体的参加者の

拡大などの課題がある。 
	
 この課題を克服する方策として、さまざまな

場でのサロン的取り組みと、各サロンが連携、

協同し合うことが考えられる。 
	
 歯科医院は全国の地域で開業されており、幼

児から高齢者まであらゆる世代の地域住民が

通院している特徴がある。この特徴を生かして、

歯科医院は住民間の積極的な出会いと交流の

機会を設定しやすい。本発表では、歯科医院が

地域住民のコミュニケーション機会を創造で

きるかについての可能性を検討してみる。 
【方法】文元歯科医院で実施している哲学的

カフェ（コンビカフェ）の参加者の属性（年代、

性別）、参加数、参加世代傾向を参加記録表よ

り調査する。 
【結果及び考察】２００９年３月から２０１

１年３月までのカフェは６１回開催された。参

加延べ人数は１６６名。参加者数１０３人（男

性３４名、女性６９名）で、各世代構成は、高

齢者（６５歳以上）が１７名、成人（２０~６

４歳）が４０名、未成年（０歳~１９歳）が４

６名であった。同一人物のカフェの参加回数は、

１回８９名、２回５名、３回１名、４回２名、

５回以上が６名であった。５回以上の参加者の

世代は、高齢者３名、成人３名であり男女比は

１対１であった。２世代以上が参加したカフェ

は、約７５％であった。 
	
 歯科医院でのカフェ開催において、一定数の

参加者が認められた。特徴として各世代の参加

が認められ、世代間の偏りは少なく、世代間の

コミュニケーションの機会を構築できたとい

える。しかし、他のサロンでもみられるように

女性の参加者が多い。また１回限りの参加がほ

とんどであったので、継続したコミュニケーシ

ョン機会を創造できたとは言えない。だが少数

（６名）ながら継続した参加者、カフェ企画の

関与、カフェを契機とした参加者同士の付き合

いなどから歯科医院が地域住民のコミュニケ

ーションの機会を創造する可能性を得た。今後

参加者間の交流がどのように発展していくか

を観察していく予定である。 
【論点】高齢期においても健康で生きがい

（well-being）をもって暮らしていける社会は、
あらゆる世代に社会への安心感と信頼感をも

たらすと思います。「地域社会の再構築におい

てどのようにデザインしていけば良いのか」に

ついて話し合いたいと思います。 
地域保健、地域づくりに関心がある方の参加を

お待ちしております。 
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